
令
和
元
年
五
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

一

七

八

号

羽
田
空
港
へ
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
求
め
る
品
川
区
議
会
の
見
直
し
決
議
、
渋
谷
区
議
会
の
意
見
書

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

松

原

仁
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羽
田
空
港
へ
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
求
め
る
品
川
区
議
会
の
見
直
し
決
議
、
渋
谷
区
議
会
の
意
見
書

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
五
月
七
日
に
本
職
が
提
出
し
た
「
羽
田
空
港
へ
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
の
採
用
方
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第

一
六
〇
号
、
以
下
「
質
問
主
意
書
」
）
に
対
し
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
「
衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
羽
田
空
港
へ

の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
の
採
用
方
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
五
月
十
七
日
受
領
、
内
閣
衆
質
第
一
六
〇
号
、
以
下

「
答
弁
書
」
）
を
受
領
し
た
。
こ
の
「
答
弁
書
」
に
、
質
問
内
容
に
対
す
る
答
弁
漏
れ
や
、
不
完
全
な
答
弁
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
項
目
を
中
心
に
、
羽
田
空
港
へ
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
の
採
用
方
法
に
関
し
て
、
改
め
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
質
問
主
意
書
」
一
で
は
「
質
問
第
二
九
号
一
の
�
で
も
質
問
し
た
が
、
改
め
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
地
元
の

理
解
」
を
得
た
、
と
判
断
す
る
の
か
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
質
し
た
。
こ
れ
に
対
し
「
答
弁
書
」
一
及
び
二
に
つ
い

て
で
は
、
「
新
た
な
飛
行
経
路
案
に
つ
い
て
、
（
中
略
）
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
ま
で
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
理
解
を
得
た
と

判
断
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
か
ら
の
御
意
見
を
参
考
に
検
討
す
る
」
と
さ
れ
て
い

る
。
「
答
弁
書
」
に
お
け
る
「
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ま
で
」
と
の
記
述
は
、
新

一



た
な
飛
行
経
路
案
の
運
用
開
始
を
目
指
す
時
期
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
新
た
な
飛
行
経
路
案
が
運
用
開

始
さ
れ
る
時
点
で
、
前
提
条
件
で
あ
る
「
地
元
の
理
解
」
を
得
た
と
の
判
断
は
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

運
用
開
始
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
時
系
列
に
並
べ
れ
ば
、
「
地
元
の
理
解
」
を
得
た
と
の
判
断
か
ら
、
政
府
内
に
お
い
て
何
ら

か
の
合
議
の
場
で
新
飛
行
経
路
の
正
式
採
用
を
決
定
し
、
民
間
航
空
会
社
も
含
め
た
正
式
な
乗
り
入
れ
便
の
決
定
や
ダ
イ
ヤ

改
定
の
手
続
き
な
ど
、
様
々
な
実
務
的
な
準
備
工
程
を
経
て
、
実
際
の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

る
。

�

地
元
の
理
解
を
得
た
と
判
断
す
る
者
は
内
閣
総
理
大
臣
か
、
国
土
交
通
大
臣
か
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
者
な
い
し
機
関

か
、
具
体
名
で
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

ま
た
、
政
府
の
計
画
で
は
地
元
の
理
解
を
得
た
と
の
判
断
か
ら
、
実
際
の
運
用
開
始
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
る
期
間
は
最

短
で
何
日
程
度
と
想
定
さ
れ
る
か
。

�

そ
の
う
え
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
新
飛
行
経
路
の
運
用
を
開
始
す
る
た
め
に
は
、
何
年

の
何
月
ま
で
に
「
地
元
の
理
解
」
を
得
た
と
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

二

一
に
関
連
し
て
、
答
弁
書
「
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
か
ら
の
御
意
見
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し

二



も
明
ら
か
で
な
い
。
本
計
画
の
採
用
方
法
に
か
か
わ
る
重
要
な
事
項
で
あ
る
た
め
、
「
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
」
を
国
民
に
理
解
で
き
る
形
で
明
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
「
御
意
見
」
を
聴
取
す
る
場
は
ど
の
よ
う
な
機
会
を
想

定
し
て
い
る
か
、
具
体
的
に
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

三

品
川
区
、
渋
谷
区
の
見
直
し
を
求
め
る
決
議
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
「
質
問
主
意
書
」
で
は
、
「
現
在
、
品
川
区
、
渋
谷

区
の
議
会
の
容
認
で
き
な
い
と
い
う
決
議
が
有
効
で
あ
る
以
上
、
関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
等
の
幅
広
い
理
解
を
得
る
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
低
空
飛
行
ル
ー
ト
を
実
行
す
る
に
は
、
両
区
議
会
に
お
い
て
「
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
を
容
認
す

る
」
趣
旨
の
決
議
が
可
決
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
、
理
論
上
、
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
認
識
を
伺

い
た
い
」
と
質
し
た
。
答
弁
書
で
は
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
弁
が
漏
れ
て
い
る
た
め
、
改
め
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

�

品
川
区
議
会
、
渋
谷
区
議
会
は
、
政
府
が
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
る
べ
き
対
象
と
す
る
「
地
方
公
共
団
体

等
」
に
含
ま
れ
る
か
。

�

�
に
関
連
し
て
、
両
区
議
会
に
お
い
て
新
飛
行
経
路
の
容
認
を
含
む
新
た
な
決
議
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
新
飛
行
経
路

の
見
直
し
を
求
め
る
決
議
が
有
効
な
ま
ま
に
な
る
が
、
両
区
議
会
の
容
認
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
新
飛
行
経
路
へ
の
「
地

元
の
理
解
」
を
得
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
可
能
か
、
不
可
能
か
。
政
府
の
ご
認
識
を
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

三



右
質
問
す
る
。

四


